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研究成果の概要（和文）：　保健師・学校・教育委員会・児童養護施設とともに教材と地域システムの検討を重ね、信
頼できる大人との間に愛情を感じながら、「生きるための心命」「生と性」を学び、将来に希望を持ち、幸せな人生を
送っていくことができるよう紙芝居教材「伝えたい『生』と『性』～生きるための心を学ぶ～」を作成した。
　特に性・自殺・加虐行為等の思春期問題のハイリスク状態にある児童養護施設で暮らす子どもたちが、日常の中で愛
を言葉も感じることができるように施設内でも利用できる教材の検討も含め行い、子どもたちに向き合い気持ちを確認
しながら話を展開できる紙芝居教材とし、様々な職種が連携した地域システムとした。

研究成果の概要（英文）： Through discussions with public health nurses, schools, educational committees, 
and foster homes to evaluate educational materials and community-based systems, we created picture-story 
show-based educational material entitled, “Life and sex: Education of mind to live” in order for 
children to feel love between reliable adults and to learn about “mind and life” and “life and sex.” 
In turn, children will have hope for the future and live happy lives.
 In particular, we included educational materials that can be used in foster homes, where children with 
high risk for adolescence problems such as suicide or sexual and sadistic behaviors live, in order for 
the children to feel love in their daily lives. Thus, we used picture-story show-based educational 
material with which the story can proceed while monitoring the emotions of the children. Furthermore, the 
community-based systems were created with corporations among various professions.

研究分野：公衆衛生看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 1996 年より性感染症などの性問題についての

地区診断や、教育委員会等と協働し実態調査に

取組み 5)、｢生きるための心の教育（性教育）｣

教材を本研究者は開発してきた 1)-4)。 

その結果、山形県の 10 歳代の人工妊娠中絶率

を 2000 年 18.3 全国 6位から 2008 年 5.0 全国

44 位と約 1/3 に、性器クラミジア感染症を定点

あたり 8.8 から 1.5 と約 1/6 に低下させた実績

がある 5)-8) 。 

 教材導入県の山形県・福島県教育委員会では、

性感染症や人工妊娠中絶の予防のみでなく、他

の性問題・自殺・ＤＶ(domestic violence)・い

じめ・親になってからの虐待等、現代の様々な

問題予防にもつながっているとアンケート結果

等からも見えるとの反響が大きい。 

また、教材は本研究者が山形県保健師として

の立場から開発を続けてきたものであり、保健

行政における感染症対策・母子保健・精神保健・

地域組織活動支援・健康づくり・普及啓発・企

画等の役割を持つ保健師が横のつながりを強化

し地域を診断も実施してきた。 

｢生きるための心の教育（性教育）｣を再編し

た思春期問題予防教材は、人工妊娠中絶・性感

染症だけでなく、学校保健と恊働したその地域

に合った自虐・自殺・加虐等の思春期に起こり

やすい思春期問題に対する予防システムを開発

することは、様々な健康問題に対するモデル的

な成果を上げると予測される。 
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２．研究の目的 

  

本研究では共同研究希望県である福島・高

知・鳥取県等の学校行政・保健行政と協働し、

教員・保健師が属する思春期問題予防地域シス

テム協議会を設立し、小学校・中学校・高等学

校において性問題・自殺・加虐行為等の思春期

問題と『生きるための心の教育』教材の介入研

究・関連分析を行う。特に性・自殺・加虐行為

等の思春期問題のハイリスク状態にある児童養

護施設で暮らす子どもたちが、日常の中で愛を

言葉も感じることができるように施設内でも利

用できる教材の検討も含め検討する。 

その上で、各県の保健師と保健行政における

感染症対策・母子保健・精神保健・地域組織活

動支援・健康づくり・普及啓発・企画等の横の

つながりを強化した地区診断を行い、新たな保

健・学校行政恊働型の性・自殺・加虐行為等の

予防に反映する思春期問題予防地域システムを

開発することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

1) 共同研究各県において、保健・学校行政の

両方の代表者を集め、思春期問題予防地域

システム協議会を設立し、協働する意味に

ついて認識し、潤滑なる協働関係を保つた

めの素地を作る。 

 

2) 既存の『生きるための心の教育』教材を用

い、思春期問題予防地域システム協議会と

教育介入の方法を検討する。 

 

3) 既存の『生きるための心の教育』教材と性

問題・自殺・加虐行為等の思春期問題と教

材の関連分析を行う。 

 

4) 調査分析結果から、『生きるための心の教

育』教材を再編し、思春期問題予防のため

の教材を完成させる。 

 

5) 対象県の保健師と共に地区診断を行い、思

春期問題予防計画を作成する。 

 

6) 思春期問題予防地域システム協議会とと

もに、学校行政・保健行政協働型の思春期

問題予防地域システムを開発する。 

 

 

 

 

 

 

４．研究成果 

 

(1) 共同研究各県において、保健・学校行政の

両方の代表者を集め、思春期問題予防地域

システム協議会を設立し、協働する意味に

ついて認識し、潤滑なる協働関係を保つた

めの素地を作る。 

既存の『生きるための心の教育』教材を

用い、思春期問題予防地域システム協議会

と教育介入の方法を検討する。 

 

 福島・高知・鳥取県等の学校行政・保健

行政と協働し、教員・保健師が属する思

春期問題予防地域システムに関する研

修会・会議を開催した。 

・ 小学校・中学校・高等学校において性問

題・自殺・加虐行為等の思春期問題と『生

きるための心の教育』教材の関係につい

て講演し、進め方について検討した。 

・ 特別支援学級での性行動の活発さなど

が議題に上がり、特別支援学級における

教育検討が行われた。軽度知的障害を持

つ子どもたちの性教育について、鳥取県

米子養護学校での教師との検討会、高校

生への性教育、保護者との話し合いを行

い、各学年性教育教材の検討がなされた。 

・ 検討会において、思春期問題の蔓延防止

を図るには、「認識・取り組み(性教育・

予防知識普及等）・評価・維持 継続 評

価見直し)」の繰り返しが必要であるこ

とが主対策として挙げられた。これらの

ためにも、 

① 学校保健計画は必ず保健主事が作

成することになっているが、計画

のみ報告され実際には活用されて

いない場合が多いこともわかった。 

② 学校保健計画に合わせ年間計画を

進めていくこととする 

 

(2) 既存の『生きるための心の教育』教材と性

問題・自殺・加虐行為等の思春期問題と教

材の関連分析を行う。 

 『生きるための心の教育』教材を用い

た講演を聞いた生徒の感想より 

 自殺しなくてよいと気づいた。約

5% 

 思春期が皆にあると気づき安心し

た。 

 加虐行為は、自他の違いを認めら

れない幼い心がしてしまうことで

あるとわかった。 

 「死ね」「消えろ」という言葉は安

易に使ってはいけないと気づいた。



安易な大切な命を自殺に追い込ん

でしまう可能性もあると気づいた。 

等の意見が多くの生徒より出された。 

 

(3) 調査分析結果から、『生きるための心の教育』

教材を再編し、思春期問題予防のための教材

を完成させる。 

山形県・鳥取県の学校・特別支援学校・児

童養護施設等との話し合いを経て、『生きる

ための心の教育』教材を再編し作成する思春

期問題予防のための教材は、思春期問題のハ

イリスクグループともいえる特に,親の愛情

や養護を十分に受けることができず,性問

題・自殺・加虐行為等の思春期問題のハイリ

スク集団ともなりうる児童養護施設におい

て育っている,小学生・中学生・高校生を中

心に展開する教材『伝えたい「生」と「性」

～生きるための心を学ぶ～』を作成すること

とした。 

これまではPPT教材としての作成をしてき

たが、児童養護施設においても使いやすい紙

芝居教材として自他への尊重の基盤を作る

小学生用教材より作成することとなった。 

内容 

信頼できる大人との間に愛情を感じなが

ら,「生きるための心」「命」「生と性」を学

び,知識を得ていくことによって,将来に希

望を持ち,幸せな人生を送っていくことがで

きることにつながるように構成した。 

媒体は,児童養護施設に勤務する職員が,

児童養護施設に勤務する職員が統一した教

育ができるよう,また,子どもたちの生きて

いくためのモデルとして,日常生活の中で,

愛情を言葉で伝えやすいように,「紙芝居型」

にした。 

この教材は,養護施設だけでなく,学校・家

庭でも使用していくことができるようにし

た。 

① 小学生バージョン 

作成した教材は,山形県・鳥取県に

おいてプレテストし、内容を精査した、 

今後、神奈川県・千葉県・福島県・宮

城県等においても,養護施設内・学校

教育現場で実践し改善点を今後も検

討していく。 

② 中学・高校生バージョン 

山形県においてプレテストし、内容

を精査した。 

今後、神奈川県・千葉県・福島県・

宮城県等においても,養護施設内・学

校教育現場でプレテストし改善点を

検討していく。 

 

(4) 対象県の保健師と共に地区診断を行い、思

春期問題予防計画を作成する。 

地区診断を行い、学校行政との連携を図

っていくための思春期問題の実態把握、分

析を行った。 

 

(5) 思春期問題予防地域システム協議会とと

もに、学校行政・保健行政協働型の思春期

問題予防地域システムを開発する。 

 性問題・自殺・加虐行為等の思春期

問題と『生きるための心の教育』教

材(PPT)について,山形県内の全ての

5養護施設と母子保健にかかわる保

健行政・学校行政とともに,恊働型の

思春期問題予防地域システム協議会

を設立し研修会・会議を開催し、思

春期問題予防地域システムについて

検討し、年1回の開催が約束された。 

また下記の内容検討も行われた。 

① 学校では既存のPPT教材を用いて

の性教育に、思春期問題予防教育

のスライドを意識し実践する。 

② 特別支援学校では知的障害を持

つ場合、集団教育では既存のPPT

教材である『生きるための心の

教育』教材を用い実施する。基

本的な集団教育は既存教材の学

年はマイナス3学年の教材を用

いる。そのほか発達状態に合わ

せクラス分けし、内容を精査す

ることをベストな使用方法とす

る。 

上記の内容をまとめ、教材・ハンドブッ

クを作成した。 
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